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　昨年４月の熊本地震発生後、県内各地では急ピッチで復興

への歩みが進んでいる。復興需要の本格化とともに、熊本県

では今後しばらく景気回復が続くと予想されるが、その一方

で深刻化している人手不足は、震災復興の大きな問題として

表面化している。

　そこで今回は熊本の行政と経済界のトップを招き、震災か

ら１年が経過した現在の政策状況や今後の復旧・復興計画に

おける重点項目、さらには県が掲げる創造的復興や人口減

少社会へ向けた人材確保の戦略について座談会を実施し、

中長期的な視点で熊本の将来像について語り合った。

（2017年６月26日、熊本ホテルキャッスル）
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